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第２回学校運営協議会（コミュニティ・スクール制度で学校運営に

関する協議のために置かれる委員会）が７月 16 日開催されました。

授業参観後，校長が学校運営についてこれまでの経過を説明してご意

見をいただきました。また，授業参観の感想もいただきましたので次

のとおり紹介します。 

❏教室ではどの教科も統一プレート（「みつめる」「学習課題」「学

び合う」「まとめる」「振り返る」）を使い，授業スタイルが確立

されていた。生徒が見通しと安心感をもって学ぶことができる。

一人一人に寄り添った丁寧な指導が必要と再認識した。 

❏見通しをもつ，笑顔で挑戦するは大変よい目標。教室に掲示され

た生徒の目標を見ると，３年生は広い視野でゴールを見据えて

いると感じた。 

❏先生方の生徒への黒板メッセージは心温まるよい取組である。 

❏タブレット，Wi-Fiを活用することで関心が高まり，学習内容の

定着を図ることができる。ものを使う楽しさ，おもしろさを感じ

ることができ，学習によりよく向かう生徒が増えてほしい。 

❏コロナ禍だが，できることに取り組んでいてうれしくなった。男

鹿市に子どもたちが根付くよう，市の現状を知り，市のよさ，大

切さ，つながりを伝えてほしい。今だから伝えられる。 

 

コロナ後見据え，住みよい社会を 
☆全日本吹奏楽コンクール第 63回秋田県中央地区大会☆ 

７月 10日(土)由利本荘市文化交流館カダーレ 中学校小編成の部【金賞】 

秋田県大会（７月 31日大仙市大曲市民会館）へ出場 

☆第 70回記念 秋田県中学校総合体育大会スローガン作品☆ 

【優秀賞】みなぎる力 この手でつかめ勝利と友情 
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☆第 70回秋田県中学校総合体育大会☆７月 10日(土)～12日(月) 

《柔道･男鹿市総合体育館》〔男子〕団体１回戦 男鹿東０－５大

曲，個人 66kg級 越前虎太郎【２回戦進出】同 50kg級 加賀谷陽

太【１回戦敗退】同 66kg級 清水滉大【１回戦敗退】 

〔女子〕団体決勝 男鹿東１－１御野場【準優勝】個人 57kg級 

林音芭【優勝】〈東北・全国〉同 70kg級 鎌田巴【２位】〈東北〉

同 52kg級 笹渕季来【３位】同 48kg級 小玉星乃華【ベスト８】

同 52kg級 佐藤あやの【ベスト８】 

《陸上競技･県営陸上競技場》〔男子〕１年 1500㍍ 伊藤拓海【３

位】〈東北〉同 小林奏綺【12位】共通 800㍍ 伊藤龍翔【予選敗

退】2/3年 1500㍍ 武田栞大【予選敗退】共通走り幅跳び 佐々木

煌生【６位】 

〔女子〕共通 800㍍ 佐藤杏【１位】〈東北〉 

2/3年 1500㍍ 小林夕尋【４位】〈東北〉 

《フェンシング･北秋田市合川体育館》 

〔男子〕個人フルーレ 斉藤綾汰【３位】 

☆第 70回秋田県中学校総合体育大会☆７月 17日(土)～19日(月) 

《バスケットボール･大館市タクミアリーナ》 

〔女子〕【準優勝】〈東北〉 

《卓球･ＣＮＡアリーナ★あきた》 

〔男子〕個人 齋藤快【５位・ベスト８】〈東北〉 
 

※〈東北〉は上位大会への出場が決まっていることを表しています。 

命を大切にする夏季休業に 
今年度も７月 23日から８月 22日まで夏

季休業となり，家庭にお子さんをお返しす

る期間に入ります。平日は部活動や課題点

検で登校することもありますが，毎週水曜

日と土・日曜日のいずれか一日，学校閉庁

（８月 11日から 15日）は部活動を休止し

ます。特にこの期間は観光客の増加から交

通事故や水の事故が心配されます。地域で

生徒を見掛ける機会も増えますが，危険な

場面がありましたら，直接注意いただく

か，学校まで情報提供をお願いいたしま

す。万一事故等があった場合，すぐ学校（学

級担任）へご連絡ください。また，不審者

等の情報も速やかに連絡をいただきます

と，学校では近隣校 

への情報提供，警察 

への通報は巡回パト 

ロールへとつながり， 

被害拡大防止となり 

ますので，ご協力をお願いいたします。 

学校 TEL0185-25-3215 

男鹿地区更生保護女性の会（吉田萬里子会長）の

会長ほか，会員数名が６月 29日に学校を訪れ，生

徒及び教職員にシトラスリボンが贈 

呈されました。シトラスリボンプロ 

ジェクト＊に賛同した同会員が手づ 

くりで製作したもので早速，学級担 

任から趣旨が説明され，配付されま 

した。担任からの説明のあと，心を 

込めて手づくりされたリボンを手に 

した生徒は，「差別」「偏見」に対する認識を新たに

していました。 

＊シトラスリボンプロジェクト：新型コロナウイ

ルス感染拡大で生まれた差別，偏見を耳にした愛

媛の有志がつくったプロジェクト。愛媛特産の柑

橘にちなみ，シトラス色のリボンなどを身に付け

て，「ただいま」「おかえり」の気持ちを表す活動を

広めています。リボンで表現する三つの輪は，地域

と家庭と職場（もしくは学校）です。「ただいま」

「おかえり」と言い合える町なら，安心して検査を

受けることができ，ひいては感染拡大を防ぐこと

につながります。また，感染者への差別や偏見が広

がることで生まれる弊 

害も防ぐことができま 

す。感染者が「出た」 

「出ない」ということ 

自体よりも，感染が確 

認された“その後”に 

的確な対応ができるか 

どうかで，その地域の 

イメージが左右される 

と考えます。新型コロ 

ナ感染症拡大の中にいてもいなくても，皆が心か

ら暮らしやすい町を今こそつくり，コロナ後も見

据え，暮らしやすい社会を目指すという活動です。 

  地域 家庭 

職場 

学校 

チーム東中 栄光の足跡 

地域ぐるみで生徒を育てる－コミュニティ・スクールの取組－ 


